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１ 基本的な考え方 

鳥取県若桜町つく米地区は氷ノ山（標高 1,510m）の登山口にあり、冬はスキー場、夏は登山・キャ

ンプ場でにぎわい、年間 13 万人の人が訪れます。地区内には宿泊施設やレストランなどがあり、スキー

シーズン中にはスキー客 300 人程度が地区内に滞在します。降雪量も多く、昭和 58～59 年豪雪では雪

崩による旅館の倒壊等がありました。また、平成 30 年 7 月豪雨では土砂崩れにより国道 482 号が通行

止めとなり孤立しています。 

市街地から離れていることもあり、「地震・洪水」などの災害が起きた場合、消防や警察などの防災

機関が十分に対応できない可能性があります。若桜氷ノ山観光業者組合は、自主防災組織を結成し、組

合員が力を合わせて自主的な防災活動を行うことで、スキー客、登山者、観光客等の安全と災害による

被害の防止及び軽減を図ることを申し合わせました。災害時の行動計画（地区防災計画）をみんなで作

り、「自分たちの地域は自分たちで守る」という心構えで、地域のみんなが助け合いながら、災害に強

いまちづくりを進めます。 

  
若桜氷ノ山スキー場全景                      つく米地区の位置 

 

２ 計画対象地区と策定主体 

（１）計画対象地区 
    「わかさ氷ノ山地区防災計画」は「若桜氷ノ山スキー場エリア」を対象範囲として定めます。 

（２）計画策定主体 

    「わかさ氷ノ山地区防災計画」は下記の団体が定めます。 

団 体 名 称 所  在 参 加 組 合 

若桜氷ノ山観光業者組合 

自主防災会 
鳥取県八頭郡若桜町つく米 観光業者組合、旅館組合（5 宿泊施

設）業者組合（レストラン、レンタ

ルスキー等事業所）、リフト管理組

合（2 事業所）） 

※観光業者組合の中にその他の組

合が重複して加入している。 
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３ 活動方針 
（１）平常時の対応 

いざというときに地域の力が発揮できるよう、地域のみんなで協力して防災活動に取り

組みます。 

ア 防災知識の普及・啓発 

防災対策では、地域住民の一人ひとりが防災に関心を

持ち、準備することが重要です。地域住民への防災知識

の普及や啓発活動を行います。 

イ 地域の安全点検 

防災の基本は、自分たちの住むまちを知ることです。

地域の危険な場所や防災上問題のある場所などを確認

し、改善のための働きかけなどを行います。                                                                        

ウ 防災資器材の整備                  災害行動を考えるワークショップ 

防災資器材は、災害発生時に活躍します。地域で防災資器材を整備し、日頃の点検や使

い方を確認します。 

エ 防災訓練 

防災訓練は、いざというとき、あわてず、的確に対応

するための欠かせない活動です。地域住民に積極的な

参加を呼びかけて訓練を行います。                  

災害時は、負傷者の発生や火災など様々な事態が発

生する可能性があります。公共機関とも連携しながら、

みんなで力を合わせて活動します。 

                                                                            

消火訓練 

（２）災害時の対応 
ア 情報の収集・伝達 

公共機関などから正しい情報を収集し、地域住民に伝達します。また、地域の被災状況

や火災発生状況などを取りまとめ、防災機関・町災害対策本部へ報告します。 

イ 救出・救助活動 

自分自身がケガをしないよう注意しながら、みんなで協力して負傷者や家屋の下敷きに

なった人の救出・救助活動を行います。 

ウ 初期消火活動 

消防車が到着するまでの間、火災の延焼拡大を防ぐための初期消火活動を行います。 

エ 医療救護活動 

医師の手当てが受けられるまでの間、負傷者の応急手当をして、救護所へ搬送します。 

オ 避難誘導 

地域住民を安全な避難場所へ誘導します。 

カ 給食・給水活動 

地域で必要な物資を把握し、町災害対策本部とも連携しながら、必要に応じて炊き出し

などの給食・給水活動を行います。 
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（３）避難行動要支援者（災害時要援護者）等への支援 
災害時に大きな被害を受けやすいのは、高齢者や障がい者、子どもなど、人の助けを必

要とする人（避難行動要支援者（災害時要援護者））です。

こうした災害時要援護者を災害から守るためみんなで協

力しながら支援を行っていきます。 

ア 災害時要援護者の身になって、防災環境の点検・改善

を行う。 

目や耳の不自由な人にも、警報や避難情報がきちんと

伝えられるか、避難経路等に障害物や危険な場所はない

かなどを点検し、改善に努めます。 

イ 避難するときは、しっかり誘導する。           避難行動要支援者の避難訓練 

地域の助け合いが重要です。一人の災害時要援護者に複数の避難支援者を決めておきま

す。 

ウ 困ったときこそ温かい気持ちで接する。 

非常時こそ、不安な状況に置かれている人にやさしく接する必要があります。困ってい

る人や災害時要援護者には、思いやりの心を持って接します。 

エ 日頃から積極的にコミュニケーションを図る。 

いざというときに円滑に支援ができるよう、日頃から積極的に災害時要援護者とのコミ

ュニケーションを図ります。 
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平常時 

地域の安全点検 

防災訓練 

災害に備えるた

めの活動を行い

ます。 

自主防災組織の役割 

 

災害時 

初期消火 

避難誘導 

救出や救護 

避難所運営の協力 

情報の収集や伝達 

人命を守り，被

害の拡大を防

ぐための活動

を行います。 

防災知識の普及や啓発 



４ 地域の特性と予想される災害 
（１）地域の特性 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）予想される災害 
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・集中豪雨（ゲリラ豪雨）や台風により次の被害が想定される。 

つく米川の氾濫や堤防の決壊、橋の損壊、川沿いの家屋への浸水、がけ崩れ 

・地震による被害 

家屋の倒壊や火災、がけ崩れ 

・暴風（竜巻など）による被害 

家屋や電柱の倒壊 

・大雪による被害 

  雪崩による家屋の損壊、道路の通行止め、用水路の堰止めによる浸水 

 

 平成 30 年７月豪雨  

若桜町渕見 国道 482 号の土砂崩れ 

 
・山間高冷地帯であり、冬期間の降雪量は多く、積雪期間は３箇月にもおよぶ。 

・大雪で通行止めになったことがある。 

・昭和 58～59 年豪雪のとき、雪崩による旅館の倒壊等があった。 

・土砂災害危険地域に指定された場所がある。 

・平成 30 年 7 月豪雨災害、土砂崩れにより国道 482 号が通行止めとなり孤立した。 

・土石流危険渓流がある。 

・地区内に地すべり危険箇所や土石流危険箇所、急傾斜地危険箇所、雪崩危険箇所等が 

ある。 

 

  



５ 地域の防災対策（具体的な対策） 
（１）防災体制 
自治会（町内会）名 地域の状況 

若桜氷ノ山観光業者 

組合 

世帯数：12 

人 口：50 

事業所数：11 

従業員数：48 
 

１ 自主防災組織の

体制 

役員        氏名 電話番号 

会長 山根政彦 ℡0858-82-0956 

副会長 森岡靖彦 ℡0858-82-0955 

情 報   班長 武田真介 ℡0858-82-1111 

水防・消火 班長 山根裕治 ℡0858-82-0293 

救出救護  班長 森岡茂樹 ℡0858-82-1977 

避難誘導  班長 奈羅尾祥幸 ℡0858-82-1978 

要援護者支援 

班長 
森岡靖彦 ℡0858-82-0955 

給食・給水 班長 森岡靖彦 ℡0858-82-0955 

２ 避難場所等 施設名 電話番号 管理者 

① 避難場所 
わかさ氷ノ山インフ

ォメーションセンタ

ー 

0858-82-0512 

 

℡ 

 

② 避難場所 

（町指定） 

氷ノ山高原の宿「氷

太くん」 
0858-82-1111 ℡ 

③ 避難経路 防災マップに記入 

３ 緊急時の連絡先 

連絡先 電話番号 

若桜町役場 0858-82-2211 

東部消防局 

八頭消防署 

八頭消防署若桜出張所 

１１９ 

0858-85-1211 

0858-82-1611 

警察本部 

郡家警察署 

若桜駐在所 

岩屋堂駐在所 

１１０ 

0858-72-0110 

0858-82-0042 

0858-83-0800 

わかさ生協診療所 0858-82-0533 

わかさあすなろ 0858-82-5151 

柿坂医院 0858-82-0076 

中国電力株式会社 0120-465210 

ガス（有）西尾電機商会（八頭町・若桜町

担当） 
0858-72-0057 

株式会社ＮＴＴ西日本 0120-444113 
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（２）活動体制 

班名 担当者 平常時の役割 災害時の役割 

総務班 

（本部） 
山根政彦 

全体調整 

関係機関との事前調整 

全体調整 

関係機関との調整 

被害・避難状況の全体把握 

情報班 武田真介 
防災知識の普及に努める 

町又は防災関係機関から

の情報を周知する 

災害情報の収集や伝達 

避難勧告等情報の伝達 

町・関係機関との連絡調整公 

水防・消火班 山根裕治 

可搬ポンプ・消火器・消

火栓等の使用方法及び

消火技術を習得する 

出火防止対策を習得する 

用水路等の点検 

初期消火活動 

地震時における出火防止活

動 

水防活動 

救出・救護班 森岡茂樹 

家屋の倒壊や落下物によ

り負傷した人の搬出方

法及び応急手当の方法、

担架搬送の要領等の技

術を習得する 

負傷者等の救出活動 

応急手当等の救護活動 

避難誘導班 奈羅尾祥幸 

定められた場所まで安全

に避難させる要領を習

得する 

避難経路の点検 

安全な避難場所への避難誘

導 

災害弱者の避難介助 

要援護者支援班 
要配慮者相談窓口 

森岡茂樹 

災害時要支援者の把握 

避難誘導・救出・救護方法

の検討 

要支援者の避難及び支援活

動 

福祉関係機関との連絡調整 

要配慮者相談窓口 

給食・給水班 森岡靖彦 

炊き出し訓練の実施や配

布方法等を習得する 

備蓄物品の確保と保管状

況の把握 

炊き出し等の給食活動 

飲料水の給水活動 
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（３）地域の連絡網 
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奈羅尾祥幸 

82-1978 

 

森岡茂樹 

○○○○ 

森岡靖彦 

82-0955 

 

82-1977 

 

℡ 

 

○○○○ 

○○○○ 

℡ 

 

℡ 

 

○○○○ 

℡ 

 

○○○○ 

○○○○ 

℡ 

 

○○○○ 

℡ 

 

℡ 

 

○○○○ 

℡ 

 

○○○○ 

℡ 

 

℡ 

 

○○○○ 

℡ 

 

○○○○ 

℡ 

 

○○○○ 

山根政彦 

82-0956 

武田真介 

82-1111 

 

山根裕治 

○○○○ 

森岡茂樹 

82-1977 

 

82-0293 

 

℡ 

 

○○○○ 

○○○○ 

℡ 

 

℡ 

 

○○○○ 

℡ 

 

○○○○ 

○○○○ 

℡ 

 

○○○○ 

℡ 

 

℡ 

 

○○○○ 

℡ 

 

○○○○ 

℡ 

 

℡ 

 

○○○○ 

℡ 

 

○○○○ 

℡ 

 

○○○○ 

情報班 

水防・消火班 

 

総務班（本部） 

避難誘導班 

要援護者支援班 

給食・給水班 

救出・救護班 



（４）防災資機材等 

ア 自治会が保有する防災資機材 
名称 物資名 数量 備考 

倉庫 ヘルメット 10  
メガホン 1  

車いす 1  
投光器 1  
発電機 1  

 
イ 水防倉庫（資器材） 

名称 物資名 数量 備考 
若桜町水防倉庫 土のう 1,000  

ビニールシート 9  
住所 若桜町若桜 ロープ、縄 33  
若桜町若桜 杭 55  

カケヤ 2  

スコップ 38  
ハンマー 6  
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（参考）資機材の例（目的別） 

目的 資機材 

①情報報収集・伝達 携帯用無線機、電池メガホン、携帯用ラジオ、住宅地図、模造紙、 

メモ帳、油性マジック 等 

②初期消火 可搬式動力ポンプ、簡易防火水槽、ホース、スタンドパイプ、格納

器具一式、消火器、防火衣、蔦口、ヘルメット、水バケツ 等 

③水防 救命胴衣、防水シート、シャベル、ツルハシ、スコップ、ロープ、 

かけや、くい、土のう袋、ゴム手袋 等 

④救出 バール、はしご、のこぎり、スコップ、なた、ジャッキ、ハンマ

ー、ロープ、チェーンソー、可搬式ウィンチ、防煙・防塵マスク 

等 

⑤救護 担架、救急箱、テント、毛布、シート 等 

⑥避難所運営 リヤカー、発電機、警報器具、携帯用投光器、標識板、標識、強力

ライト、寝袋、毛布 等 

⑦給食・給水 炊飯装置、鍋、こんろ、ガスポンベ、給水タンク、緊急用ろ水装置 

等 

⑧訓練・啓発 模擬消火訓練装置、放送機器、組み立て式水槽、視聴覚機器(ビデ

オ・映写機等)、住宅用訓練火災警報器等 

⑨その他 簡易機材倉庫、ビニールシート、携帯電話機用充電器、除雪機 等 

 

 

 

 



（５）地域防災マップ 

 
  

 

（６）自主防災訓練の実施 
災害発生時、地域住民が「地区防災計

画」に沿って適切な行動ができるよう町

や消防署等とも連携しながら、次の訓練

を中心とした自主防災訓練を実施しま

す。  
 

ア 避難訓練（災害時要援護者の支援を含 

  む） 

   イ 情報収集・伝達訓練  

ウ 応急救護訓練 

エ 給食・給水訓練                                                 防災訓練 

オ 啓発活動 
 
   訓練の実施後は、訓練結果を検証し、次回訓練に反映するなど、定期的に活動内容を見直

し、必要があれば「地区防災計画」の見直しを行います。 
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（７）資機材、器具等の点検 
   活動体制の各班を中心に、資器材器具等の点検を定期的に実施します。 

 

班名 
担当者 

（団体名等） 内容 時期 

消火班 山根裕治  
消火用器具の点検（整備） 自主防災訓練前 

救出・救護班 森岡茂樹  
防災資機材・救出用器具の点

検（整備） 

自主防災訓練前 

避難誘導班 奈羅尾祥幸  避難経路の点検（整備） 毎年12月 

給食・給水班 森岡靖彦  
給食・給水器具の点検（整備） 自主防災訓練前 

 

（８）要援護者への支援体制の整備 
活動体制の要援護者支援班を中心に、災害時要援護者の支援体制を整備します。 
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班名 
担当者 

（団体名等） 内容 時期（目標） 

要援護者支援班 森岡茂樹 

支援体制・方法の検討・整理 令和２年度まで 

対象者の把握 令和２年度まで 

個別計画の作成完了 令和２年度まで 

定期的な個別計画の見直し 毎年度 



（資料編）防災に役立つ情報 
 
 

【資料 1】チェックリスト 

１ 地域の危険な場所チェックリスト 

２ 自主防災活動（共助）チェックリスト 

 

【資料 2】家庭での防災・減災対策 

 

【資料 3】いざというときのアイデア 
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【資料１】チェックリスト 
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１ 地域の危険な場所チェックリスト 
 

次の項目にチェックしながら、「地域の危険な箇所」や「地域で起こりそうな災害」を確認し

ましょう。また，その結果をもとに地区避難計画を作成して、地域で情報を共有しましょう。（地

域によっては関係のない項目がありますが、防災対策の参考としてください。） 

項目 チェック欄 

がけ崩れの危険性がある場所はないか  

がけ崩れなどが起こった場合に土砂が広がると考えられるのはどの範囲か  

河川等がどこにあるか  

河川堤防、水門の場所はどこか、状況は（老朽化・脆弱性等）  

河川の河床より低い場所（天井川）はあるか  

決壊しそうな（したことがある）河川はあるか  

洪水で浸水が考えられるのはどの範囲か  

土地が陥没しそうなところはないか  

大雨が降った場合に、浸水しそうな（浸水したことがある）場所はどこか  

地震で倒壊の可能性のあるブロック塀や電柱、街灯、大木などはないか  

地震で落下しそうな看板などはないか  

ガラスが割れて、飛散しそうな場所はないか  

マンホールや貯水槽のフタは大丈夫か（人が落下しそうな場所はないか）  

過去に災害が発生した場所があるか  

危険物や化学薬品等を扱っている事業所はないか  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 



２ 自主防災活動（共助）チェックリスト 

災害に備えて，次の項目を一つずつ点検してみましょう 

項目 チェック欄 

基本 

活動 

災害発生時に自主防災組織が機能する体制ができているか  

住民が積極的に防災活動に参加しているか  

地域住民に正確で分かりやすい防災情報の提供ができているか  

女性や高齢者、障がいのある人の意見が地域防災活動に反映できているか  

定期的に防災訓練を実施しているか  

防災訓練の際に消防署など専門的な人の意見も参考にしているか  

過去の訓練を検証し、適宜、見直しや新たな訓練の導入を心がけているか  

自主防 

本部 

災害時に自主防本部を、いつ誰がどこに設置するか決められているか  

自主防本部や各班の行動マニュアル（行動の取り決め）はできているか  

自主防本部での情報通信体制は確保されているか  

災害時に地域の情報を収集（町へ報告）する方法は決められているか  

各種防災関係書類（組織台帳、防災資器材台帳、災害時要援護者台帳）は作

成されているか 
 

避難 

体制 

過去の災害実績や土地利用などを踏まえた防災マップが作られているか  

地域住民の具体的な避難計画（避難場所・避難経路等）はできているか  

地域で避難する際のリーダーや声かけのルールが決められているか  

防災 

倉庫・

資器材

等 

自主防本部で必要な防災用品が準備・保管されているか  

常時使用できる管理体制になっているか（複数人で鍵を管理するなど）  

定期的な点検がされているか  

食料・飲料水は、適宜更新されているか  

初期 

消火 

地域住民（役員等）は、地域の消防水利を把握しているか  

地域住民（役員等）は、消火栓の使用方法を理解しているか  

バケツリレーなど、地域の消火方法が周知されているか  

救出 

救護 

建物倒壊時の負傷者救出のための道具は用意されているか  

負傷者を救護所まで搬送する方法は決められているか  
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【資料２】家庭での防災・減災対策 
 

地域で災害に強いまちづくりを進めるためには、まずは家庭で日頃からの準備をきちんと行っておく

必要があります。 
 
１ 避難経路の確認 

自宅や勤務先などから安全に避難できる避難場所や避難経路などを確認しておきます。地域で発生し

そうな災害は何か、災害によりどんな被害を受けるのかなどを想像しながら、状況に応じて安全に避難

できるよう複数の避難経路を確認します。 

 

２ 家族や友人との連絡方法の確認 

災害が発生したとき、家族や友人の安否が確認きるよう、家庭で連絡方法を話し合って決めておきま

す。 
 

（１）災害伝言ダイヤル「１７１」を利用する。 

 

〔災害伝言ダイヤルの利用方法〕 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
（２）携帯電話の「災害用伝言板」を利用する。 

震度６以上の地震など大きな災害が発生したとき、携帯電話上に「災害用伝言板」が設けられます。 
 

伝言の録音 
伝言の確認 

①トップ画面の「災害用伝言板」を選択 ①トップ画面の「災害用伝言板」を選択 

②「災害用伝言板」の画面から「登録」を選択 ②「災害用伝言板」の画面から「確認」を選択 

③伝えたい項目を選択（書き込みもできる） ③相手の携帯電話番号を入れる。 

④その画面で「登録」を選択 ④その画面で「検索」を選択 

⑤伝言の登録完了 ⑤伝言の検索結果が表示される。 
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１ ７ １ 

２ 

１ 

（０００）０００－０００ 

ガイダンスが流れます。 

伝言を録音するときは 

〔市外局番から入力〕 

被災地の方は、ご自宅の電話番号をダイヤル 

被災地以外の方は、被災地の番号をダイヤル 

伝言を再生するときは 



３ 非常持ち出し品の準備 

家族構成に合わせて、非常持ち出し品を必要な量だけ用意し、すぐに持ち出せる場所に保管してお

きます。 

 

非常持ち出し品チェックリスト 

品名 チェッ
ク欄 品名 チェッ

ク欄 

食料（目標：7 日分）  救急医療品（キズ薬、ばんそうこう、

かぜ薬、胃腸薬など） 
 

飲料水（目安：大人 1 人に３ℓ）  
携帯ラジオ（予備の電池）  常備薬  
懐中電灯（予備の電池・電球）  貴重品（預貯金通帳、印鑑など）  
ろうそく  現金  
ヘルメット（防災ずきん）  健康保険証のコピー  

ライター（マッチ）  住民票のコピー  

ナイフ、缶切り、栓抜き    
ティッシュ    
タオル    
ビニール袋    
上着    
下着    
軍手    

 
４ 家の中や周りの点検・補強 

（１）家の中の点検 

・タンス、食器棚、冷蔵庫、テレビなどの家具の配置場所を見直す。または、転倒防止器具などで固

定する。 

・食器棚に扉開放防止の器具を取り付ける。 

・ガラスに飛散防止フィルムを張る。 

（２）家の周囲の点検 

・アンテナの補強 

・プロパンガスやクーラー室外機等の固定 

・非常用通路の確保（玄関周りなど避難経路に物を置かない。） 

（３）自宅の耐震化チェック 

・耐震化診断を受ける。 

・耐震化補強を行う。 

（木造住宅の耐震診断・改修の補助については、町総務課へ相談） 
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５ 情報の収集 

・地震発生後、気象庁から発表される情報などに注意する。 

・町から避難準備情報（高齢者避難）・避難勧告・避難指示（緊急）等が発令された場合、速やか

に指示に従って適切に行動する。 

・自らもテレビ、ラジオなどを利用して情報収集を行い、避難が必要と判断した場合は、自主的に

避難する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〔情報の入手先〕 

 〇鳥取県防災情報 

   鳥取県のホームページから防災情報を閲覧 

 

○トリピーメールに登録 

（１）次のアドレスに、件名・本文を入れずにメールを送信します。 

 e-tottori-safe@xpressmail.jp 

        （２）返信メールを開いて記載されたアドレス（ＵＲＬ）へインターネット接続します。 

 

○気象庁ホームページ http://www.jma.go.jp/jma/index.html 
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避難勧告や避難指示等の発令や伝達は、次の方法で行われます。 

○ 防災行政無線（サイレン、音声伝達） 

○ 広報車や消防車両などによる広報 

○ トリピーメール配信サービスによる緊急メール配信 

○ 携帯電話事業者によるエリアメール 

○ テレビ放送のテロップ 

mailto:e-tottori-safe@xpressmail.jp
http://www.jma.go.jp/jma/index.html

